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世
界
の
コ
ロ
ナ
感

染
者
は
１
３
０
０
万

人
を
超
え
、
死
者
も

57
万
人
を
超
え
た
。

わ
が
国
で
は
東
京
都

の
感
染
者
は
こ
の
一
週
間
で

１
２
０
０
人
を
超
え
、
全
国

で
も
２
万
人
余
と
第
２
波
到

来
の
気
配
を
み
せ
て
い
る
。

収
束
を
見
通
し
が
た
い
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で
、
人
々

の
生
活
は
一
変
し
た
。
大
学

も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
卒

業
式
も
入
学
式
も
中
止
さ
れ
、

４
月
以
降
も
学
生
は
自
由
に

キ
ャ
ン
パ
ス
に
立
ち
入
る
こ

と
が
で
き
ず
、
新
入
生
は

「
大
学
生
に
な
っ
た
実
感
」

を
も
て
な
い
ま
ま
、
連
日
、

リ
モ
ー
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
送

ら
れ
て
く
る
教
材
や
課
題
へ

の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
多
く
の
学
生
は

い
ま
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
バ
イ
ト
先
の
休

業
・
閉
店
で
収
入
源
を
失
い
、
親
元
か

ら
の
仕
送
り
も
不
安
定
に
な
る
な
ど
で
、

困
窮
を
極
め
て
い
る
。
学
費
や
生
活
費

確
保
の
メ
ド
が
立
た
ず
、
５
人
に
１
人

が
休
学
や
退
学
を
考
え
て
い
る
と
い
う
。

そ
う
し
た
中
で
学
生
た
ち
は
、
連
帯
し

て
授
業
料
半
減
や
支
援
給
付
金
、
給
費

型
奨
学
金
の
拡
大
な
ど
、
政
府
や
大
学

に
支
援
を
求
め
る
運
動
を
広
げ
て
い
る
。

こ
の
国
を
託
す
将
来
世
代
の
担
い
手
た

ち
の
声
に
耳
を
傾
け
、
こ
れ
に
呼
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
大
学
教
育
で
は
、
こ
の
先

の
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
従
来
型

の
対
面
・
双
方
向
の
授
業
・
教
育
方
式

に
、
こ
の
間
の
経
験
と
ス
キ
ル
を
活
か

し
た
、
デ
ジ
タ
ル
な
ら
で
は
の
手
法
を

効
果
的
に
融
合
さ
せ
、
よ
り
進
化
し
た

教
育
シ
ス
テ
ム
を
創
り
出
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
得
が
た
い

経
験
を
活
か
し
た
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
た
教
育
方
法
の
〈
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
〉

化
と
、
多
元
的
な
学
習
方
式
の
〈
最
適

化
〉
で
あ
る
。

他
方
、
コ
ロ
ナ
禍
が
進
む
中
で
、
か

ね
て
こ
の
社
会
が
抱
え
て
い
た
構
造
的

な
歪
み
や
矛
盾
、
格
差
や
貧
困
が
あ
ぶ

り
出
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
禍
や
困
難

が
社
会
的
弱
者
を
集
中
的
に
襲
っ
て
い

る
。
私
た
ち
は
い
ま
、
こ
う
し
た
事
態

を
も
た
ら
し
た
社
会
・
経
済
シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
に
向
け
た
、
重
大
な
問
い
と

解
決
課
題
の
前
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
発
生
と
蔓
延
が
、
単
な
る
〈
自

然
現
象
〉
で
は
な
く
、
有
史
以
来
の
人

間
活
動
に
よ
る
大
規
模
で
無
秩
序
な
自

然
環
境
・
生
態
系
の
破
壊
に
よ
る
こ
と

を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
も

自
然
の
一
部
で
あ
り
、
人
間
の
振
舞
い

が
そ
の
ま
ま
自
然
界
の
変
容
を
引
き
起

こ
す
と
考
え
た
時
、
今
日
の
コ
ロ
ナ
禍

は
、
人
類
が
農
業
や
産
業
革
命
以
来
、

現
代
に
い
た
る
機
械
文
明
と
経
済
シ
ス

テ
ム
を
通
じ
て
地
球
規
模
の
環
境
変
化

を
も
た
ら
し
た
、
「
人
新
生
」
と
い
わ

れ
る
時
代
の
忌
む
べ
き
病
理
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

人
類
史
を
画
す
る
コ
ビ
ッ
ド
19
※
に

よ
る
深
刻
な
経
験
か
ら
、
人
々
が
何
を

学
び
、
今
後
、
こ
れ
と
ど
う
向
き
合
い
、

生
活
の
立
て
直
し
と
「
新
し
い
日
常
」

を
ど
う
創
り
出
し
て
い
く
の
か
で
あ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
・
ズ
ー
ム
会

議
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
生
活
を
取
り

巻
く
〈
日
常
〉
と
な
る
中
で
、
時
代
の

転
換
に
つ
な
が
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

が
起
こ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
経
済
活

動
の
停
滞
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
劇

的
な
減
少
か
ら
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
拡
大
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
向
か
う
こ
と
が
い
ま
や
世
界
の

趨
勢
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
元
世

論
の
厳
し
い
批
判
と
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

た
め
の
巨
額
な
財
政
支
出
も
相
ま
っ
て
、

こ
れ
ま
で
政
府
が
固
執
し
て
き
た
イ
ー

ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
配
備
の
撤
回
と
、
こ
れ

を
機
に
同
じ
く
多
額
の
予
算
と
完
成
ま

で
に
長
い
年
月
を
要
す
る
沖
縄
・
辺
野

古
基
地
の
建
設
中
止
も
現
実
味
を
お
び

て
い
る
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
現
代
の
グ
ロ
ー

バ
ル
経
済
が
作
り
出
し
た
巨
大
な
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
絶

好
の
拡
散
装
置
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

た
が
、
反
転
し
て
こ
れ
を
、
コ
ロ
ナ
克

服
の
多
国
間
連
携
・
協
働
と
新
し
い
世

界
秩
序
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向

け
た
転
換
装
置
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
を
奇
貨
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
国
民
不
在
の
政
治
や
経
済
の
歪

み
と
富
の
偏
在
か
ら
、
平
和
で
公
正
な
、

そ
し
て
何
よ
り
豊
か
で
持
続
可
能
な
社

会
を
国
民
の
手
に
取
り
戻
す
こ
と
で
あ

る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
・
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ

の
生
活
と
社
会
を
、
コ
ロ
ナ
以
前
そ
の

ま
ま
の
〈
日
常
〉
に
戻
す
こ
と
は
厳
に

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
の
正
式
名
称

コロナ禍に想う―大学と社会 ～佐藤 博明～
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風の
子

税金の使いみち

今、東京では一日当たりのコロナ

ウイルス感染者数が200名を超え、

少なくても三桁を超えている。全国

的にも感染者の数が増加傾向にあり、そういう状

況の中で、政府は「Go Toキャンペーン」を前倒し

で、22日から実施しようとしている。総額一兆七

千億円という税金を使ってコロナ対策ではなく、

逆にコロナを拡大させようとするかのような政策

を実行しようとしている。「アベノマスク」の配

布、「全国一律の一斉休校」、「個人給付金の遅

れ」、個人事業者への「持続化給付金の遅れ」等々、

コロナ対応は変なものや後手後手が目につく。

お金に絡むもので一番高額なのがこの「GoToキャ

ンペーン」だ。「個人給付金」や「持続化給付金」

の配布に関しては中抜きの問題が大きく取り上げ

られたが、このキャンペーンでも経費は約千九百

億円かかるとのこと。感染症の専門家たちはこぞっ

て「今は移動を制限する時で、これは真逆の政策」

と批判をしている。「アベノマスク」の配布の時

には医療従事者の防護衣や医療用マスクの不足が

大きな問題となったが、今回は各地でコロナの感

染者が増え緊急事態になりかけている。税金は国

民の命を守るためにこそ使われるべきである。

海野 順二

つむじ風 コロナ禍のなかで
改憲発議反対署名本格再開！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
再
び
広
が

り
を
見
せ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
中

で
も
「
敵
基
地
攻
撃
論
」
が
浮
上
す
る

な
ど
改
憲
に
つ
な
が
る
動
き
が
見
ら
れ
、

油
断
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

静
岡
市
憲
法
９
条
の
会
連
絡
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
街
頭
ス
タ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
憲
法
９
条
を
守
る
こ
と
を
訴
え

て
き
ま
し
た
が
、
６
月
29
日
か
ら
は
、

署
名
（
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
改
憲
発
議
に

反
対
す
る
全
国
緊
急
署
名
）
活
動
を
本

格
的
に
再
開
し
ま
し
た
。

６
月
29
日
に
は
、
８
人
の
参
加
で
22

筆
、
７
月
９
日
に
は
、
10
人
の
参
加
で

14
筆
と
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

署
名
も
集
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
マ
ス

ク
や
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
る
こ
と
に
加

え
て
、
署
名
を
依
頼
す
る
た
め
に
、
フ
ェ
ー

ス
・
シ
ー
ル
ド
も
使
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
必
要
な
配
慮
を
す
れ
ば
署
名
活

動
は
可
能
で
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を

呼
び
か
け
ま
す
。

(

編
集
部)街頭署名活動に登場したフェースシールド



今
年
の
世
界
大
会
は
、
世
界
中

を
襲
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

す
べ
て
の
集
会
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
わ
れ
ま
す
。
７
月
15
日
、
世
界

大
会
実
行
委
員
会
は
運
営
委
員
会

を
開
き
２
０
２
０
年
世
界
大
会
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
別
集
会
の
報
告

者
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
《
ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
共

に
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正

な
世
界
を-

人
類
と
地
球
の
未
来

の
た
め
に
》

１

国
際
会
議

８
月
２
日(

日)

10
時
～
12
時
半

開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
サ
ー
ロ
ー

節
子
さ
ん
が
訴
え
ま
す
。

大
会
テ
ー
マ
の
討
論

①
世
界

の
平
和
運
動
代
表
５
人
、
②
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
４
人
を
予
定
。

２

世
界
大
会-

広
島
デ
ー

８
月
６
日(

木)

10
時
～
12
時
半

中
満

泉

国
連
軍
縮
問
題
上
級

代
表
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
で

発
言
。
中
野
晃
一
さ
ん
な
ど
内

外
か
ら
５
名
の
発
言
、
日
本
と

世
界
、
草
の
根
の
運
動
の
交
流

(

８
名)

な
ど
を
計
画
。

３

世
界
大
会-

長
崎
デ
ー

８
月
９
日(

日)

10
時
～
12
時
半

内
外
か
ら
６
名
の
代
表
が
発
言
。

日
本
と
世
界
、
草
の
根
の
運
動

の
交
流
（
６
名
）
予
定
。

４

世
界
大
会

特
別
集
会

Ⅰ

被
爆
体
験
の
継
承
と
普
及
、

被
爆
者
援
護

８
月
５
日(

水)

10
時
～
12
時

Ⅱ

沖
縄
連
帯
・
外
国
軍
事
基

地
撤
去

８
月
４
日(

火)

10
時
～
12
時

Ⅲ

ヒ
バ
ク
シ
ャ
・
枯
葉
剤
被

害
者
と
の
連
帯

８
月
３
日(

月)
15
時
～
17
時

Ⅳ

非
核
・
平
和
の
北
東
ア

ジ
ア
と
運
動
の
役
割

８
月
４
日(

火)

14
時
～
16
時

世
界
中
で
核
兵
器
な
く
せ
の

「
平
和
の
波
」
を
起
こ
そ
う
！

日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止
条

約
に
参
加
を
！

静
岡
か
ら
も
【
ピ
ー
ス
・
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ
】
で

と

き

８
月
６
日(

木)

８
時
～
８
時
半

と
こ
ろ

葵
区

セ
ノ
バ
前

駿
河
区

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
南
口

（
雨
天)

Ｊ
Ｒ
静
岡
駅
地
下
道

世
界
大
会
の
成
功
と
、
日
本
原

水
協
支
援
の
た
め
の
募
金
を
！

世
界
大
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
大

会
と
な
っ
た
た
め
、
世
界
大
会

準
備
の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
日
本
原
水
協
は
運
営
に
困

難
を
き
た
し
て
い

ま
す
。
核
兵
器
廃

絶
を
願
う
一
人
一

人
の
力
で
支
え
て

ゆ
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
静
岡

市
平
和
委
員
会
は

募
金
へ
の
ご
協
力

を
訴
え
て
い
ま
す
。
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コロナ禍中、新聞の書評欄で紹介されてい

た『ソ連のコメコン政策と冷戦』（著者は藤

巻潤氏）を読みました。ソ連と東欧諸国の体

制崩壊の要因、そして、ＮＡＴＯに対抗して

結成されたといわれるコメコンの実態に興味

があったからです。

非常に面白く、サスペンス、推理小説のよ

うに読めました。やはり、ソ連と東欧諸国は

世界経済のグローバル化の急激な進展にエネ

ルギー問題、政治体制が対応できず、行き詰

まり崩壊せざるを得なかったと読み取れまし

た。ソ連の原油、天然ガスが双方にとって重

要な意味であったようです。

コメコンはソ連（スターリン）の主導で結

成され、その圧倒的力の下にあったと思って

いましたが全く違っていたようです。

日本は敗戦国として戦勝国アメリカの占領

を経て日米安保体制を受容させられたが、東

欧諸国はソ連に対して敗戦国ではない。この

違いによりソ連は解放者として行動・期待さ

れ、それが問題解決を複雑、困難にさせた一

因であったと思いました。

冷戦の下で「敗北した勝者」ソ連の再建・

復興に取り組んだソ連指導部に、ある種の同

情心を抱く著者の心情に共感しました。冷戦

を有効に活用し勝利したのは西欧資本主義国

であった、が結論のようでした。興味のある

方、御一読ください。 富田家一郎

平和の本の紹介

ハ
イ
ド
ン
、
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
も
ボ
ー
イ

ソ
プ
ラ
ノ
と
し
て

ウ
ィ
ー
ン
少
年
合

唱
団
で
歌
っ
て
い

た
。
し
か
し
変
声

期
後
退
団
。
少
年

時
代
に
ボ
ー
イ
ソ

プ
ラ
ノ
と
し
て
歌
っ

て
い
た
欧
米
の
プ

ロ
の
オ
ペ
ラ
歌
手

や
合
唱
メ
ン
バ
ー

は
多
数
。

私
が
好
き
な
団
体
は
、
男
性
だ
け
で

歌
う
「
キ
ン
グ
ズ
シ
ン
ガ
ー
ズ
」
「
ヒ

リ
ヤ
ー
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
、
ア
メ
リ

カ
の
「
シ
ャ
ン
テ
ク
リ
ア
」
、
女
声
を

加
え
る
イ
ギ
リ
ス
の
「
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー

ン
」
等
。
日
本
で
も
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時

代
の
ア
カ
ペ
ラ
専
門
の
「
カ
ペ
ラ
」
、

イ
タ
リ
ア
物
中
心
の
「
ラ
・
フ
ォ
ン
テ

ヴ
ェ
ル
デ
」
が
活
躍
中
。
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
動
画
で
も
聴
け
ま
す
。
少
人
数
で
の

ア
カ
ペ
ラ
は
年
末
恒
例
の
大
合
唱
団
で

歌
う
「
第
９
」
と
は
違
う
合
唱
音
楽
の

魅
力
を
是
非
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

第
９
と
言
え
ば
静
岡
で
の
初
演
は
駿

府
会
館
。
１
９
６
０
年
代
「
静
岡
労
音
」

主
催
。
バ
ス
の
一
員
と
し
て
歌
っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
シ
ラ
ー
の
「
歓
喜
に

寄
す
」
を
４
楽
章
に
使
っ
た
。
「
兄
弟

た
ち
よ
抱
き
合
お
う
、
何
百
万
人
の
人
々

よ
！
こ
の
口
づ
け
を
全
世
界
に
！
」
と
。

１
９
８
９
年
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
時
に

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
指
揮
公
演
で
は
「
フ

ロ
イ
デ
（
歓
喜
）
を
フ
ラ
イ
ハ
イ
ト

（
自
由
）
と
変
え
て
歌
わ
れ
た
。
貴
族

制
度
を
倒
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
経
て

市
民
社
会
へ
の
変
革
期
に
自
由
、
平
等

と
平
和
を
求
め
た
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
共

和
制
主
義
者
で
あ
っ
た
。

静
岡
で
も
年
末
に
公
演
あ

り
。
コ
ロ
ナ
で
ど
う
な
る

か
？
？

私の好きな音楽
（５）～ 宮 秀雄 ～

７月

29日 ９の日行動 12:00 青葉前

８月

６日(木) 平和の波スタンディング

８:30～セノバ前、ＪＲ静岡駅南口

９日 ９の日行動 12:00 青葉前

19日 オールしずおかアクション

17:30 青葉前

29日 ９の日行動 12:00 青葉前

平和の動き
７～８月

被
曝
75
年
・
２
０
２
０
年
原
水
爆
禁
止

オ
ン
ラ
イ
ン
世
界
大
会

訂
正平

和
行
進
を
報
じ
た
先
月

号
の
署
名
記
事
で
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し

訂
正
い
た
し
ま
す
。
①
静
岡

県
を
歩
く
行
進
は
そ
の
名
称

を
、
「
原
水
爆
禁
止0

0
0
0

年

静
岡
県
平
和
行
進
」
と
称
し

て
い
ま
す
。
②
全
国
か
ら
預

か
っ
た
ペ
ナ
ン
ト
を
行
進
集

結
地
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
結
集

す
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
静

岡
県
の
ペ
ナ
ン
ト
は
、
被
災

３
県
と
し
て
、
毎
年
、
広
島

市
、
長
崎
市
の
市
長
に
交
互

に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

年
は
広
島
の
予
定
で
平
和
行

進
県
実
行
委
員
会
代
表
の
静

岡
県
被
爆
者
の
会
大
和
会
長

と
県
平
和
委
員
会
磯
部
事
務

局
次
長
が
届
け
る
予
定
で
す
。

三
輪
矩
正


